
令和5年度 万田小学校運営基本方針

授業参観「R5.3.3 あらおベーシックによる5年生理科の授業の様子」



【学校教育目標】誰もが活躍し、子供が自立できる学校

一人一人のニーズに寄り添い
人権尊重の精神を基盤

「学校経営」グランドデザイン

【現状】自らを律することの未熟さ・学習意欲の低下と受け身になりがちな学習態度・対人関係構築力の低下

キーワード：みんなが活躍！一歩前進

【経営基盤】当事者意識を持った五者（子供・学校･家庭･地域･行政）が「社会に開かれた教育課程」を実現させる組織体制

【基本方針】生命尊重及び人権尊重の視点に立ち、誰一人取り残すことなく、次代を担う自立した子供が育つ学校運営を行う

幼・保各園との連携
くまもとスタンダード

９年間を見据えた通過点

学級力の向上
児童会活動の活性化

校内研（市教委研究指定）

OnlyOne

万田坑

キャリ
ア形成各種教育

Ｒ５年度荒尾市立万田小学校

教職員による動き 子供たちによる動き

学級力向上

自治的な委員会活動

単元配列表
キャリアパスポート

子供たちの側に立った授業づくり
子供を主語にした教育活動への伴走
学校運営に対する当事者意識 子供が育つ学校

子供が育つ万田小をともに運営する
当事者意識を持った学校運営協議会

各種行事

学級活動

地域学校
協働活動

総合的な学習の時間
生活科

ＳＳＴ

教科担任制

学年部主任制

プロジェクト制

教師が育つ学校

学級貢献・学校貢献・地域貢献
持続可能な社会の創り手となる
当事者意識（学校を創る当事者）

地域を大事にする
子供

自分を大事にする
子供

教育目標「誰もが活躍し、子供が自立できる学校」の
具現化に向けた学校運営のあり方

～「社会に開かれた教育課程」を実現させるカリキュラムマネジメント
の実践と当事者意識を持った学校運営体制の構築を通して～

各学年部に主任を配置し、学年部経営
の裁量権を与える（人材育成と生徒指
導事案の早期対応による働き方改革）

学力向上ＰＪ・学校力向上ＰＪ・連携
ＰＪの各組織に裁量権を与え、校務分
掌の自治化（学校運営への参画意識）

高学年完全教科担任制・中学年一部教
科担任制（子供の多様性に寄り添う体
制の構築、教材研究の深化及び
働き方改革）

自律性

協働性主体性

自分で決めたことに責任ある
行動をする姿

仲間と対話を通じて高め
ようとする姿

指示がなくても率先し
て取り組もうとする姿

学級の実態に気づき、一人一人が学級をよ
りよくしようとするために、自分のできる
ことに取り組む
（支持的風土の醸成と自己有用感の向上）

児童会を中心とした学校貢
献活動や地域貢献活動を学
校運営協議会やＰＴＡとも
連携を図り、企画・実践・
振り返りまで取り組む

学校力向上
ＰＪ

学力向上
ＰＪ

連携力向上
ＰＪ

◆執行リーダー

（会長・副会長・書記）

◆イベント委員会

◆学習委員会

◆人権・生活委員会

◆保健委員会

◆環境美化委員会

◆給食委員会

◆図書委員会

◆放送委員会

◆栽培飼育委員会

◆ボランティア委員会

身につけてほしい３つの資質能力
（目指す子供の姿）

命

学力向上部会【授業改革＋基礎基本の徹底＋家庭学習】
学校力向上部会【学級力向上・委員会の自治力向上】
連携力向上部会【ＣＳ・行事・体験活動・地域学校協働活動】
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進化型あらおベーシック万田Ver．
による授業改革と基礎･基本の徹底
主体的な家庭学習習慣形成

教師・保護者・子供・学校運
営協議会による７月と１２月
の年２回の学校評価
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教育目標及び身につけてほしい3つの
資質能力の変更はありません

身につけてほしい資質能力の定義（目指
す子供の姿）は、より具体的な文言に変更
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主体性→指示がなくても率先して取り組も
うとする姿

協働性→仲間と対話を通じて高めようとす
る姿

自律性→自分で決めたことに責任ある行動
をする姿
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授業改革と学校運営に対する
当事者意識
教師が育つ学校を目指す



6

子供たちにも当事者意識を持たせ、万田小を
自分たちで創っていく意識を持たせる学級力
（仲間づくりや支え合い）の向上
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職員の体制はＲ4年
度と同じ
→体制への意識を
高める
★職員の
働き方改革

★教科担任制で、
職員間の共通理
解を図るととも
に、複数の目で
子供たちを見
守っていく
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学校運営協議会も当事者意識がキーワード

現状の部分をより具体的に示す
自らを律することの未熟さ

学習意欲の低下と受け身になりがちな学習態度
対人関係構築力の低下
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Ｒ４年度～５年度 荒尾市教育委員会指定研究発表

教育目標「誰もが活躍し、子供が自立できる
学校」の具現化に向けた学校運営のあり方

～「社会に開かれた教育課程」を実現させるカリキュラム
マネジメントの実践と当事者意識を持った学校運営体制の

構築を通して～

学力
向上

連携力
向上

学校力
向上

子供を主語に
した授業改革

特に学級力
の向上 学校運営

協議会や
家庭・地域
との連携
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